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ロ
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帯
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平
塚
町
浅
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町
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平
塚

①
文
芸
発
表
会

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
指
導

係
(
内
線
五
七
回
)
へ
。
古
川
榔
大
会

・
会
場
崇
善
公
民
館

・
と
き
四
月
れ
日
立
時

1
日即時

肯
俳
句
大
会

ム
宮
崎
明
崇
盤
口
公
民
館

・
と
き
ロ
月
3
臼
日
時
1
日四時

世
短
歌
大
会

・
会
場
松
原
公
民
館

・
と
き
日
月
3
白
羽
時
3
日比吋

官
茶
道

-
会
場
中
央
公
民
館

・
と
き
日
月
3
臼
四
時
i
m持

官
鉄
道
模
型
コ
ー
ナ
ー

'
会
場
中
央
公
民
館

・
と
き
口
月
3
日
日
時
i
M時

昭和59年10月15日/毎月15日発行/91.000部/神奈川県平塚市役所発行

編集・企画部広報課/〒254 平塚市浅間興J9苦手 1号 電話23-1111

菊
繋
る
文
化
の
臼
を
中
心
に
「
平
塚
市
文
化
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
、
友
好
都
市
と
文

化帯〈
γ
流
を
隠
る
た
め
、
高
山
市
と
花
巻
市
の
コ
ー
ナ
ー
や
技
能
職
部
体
の
奉
仕
市
、
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
四
百

を
迎
え
た
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
十
一
月
九
臼
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
地
域
活
動
の
発
表
の

日人
をと
中人

主主
しふ
主と才1
文あ
イt:し、
祭の
干子た
事め
』こ bこ

家大
族切
i車な

号書
を

ぜ巣

芸ち
出 C
力、し、
けま
くす
Tご。
さみ
いな
。 さ

ん
も

文
ィι
の

公
開
抗
銭
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ん
に
出
廃
す
る
た
め
制
制
作
中
の
ひ
ば
り
審
議
グ
ル
プ

①
芸
能
発
表
会

会
場
中
央
公
良
鎗
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マ
チ
ー
ム
登
録
大
会
登
録
の
ほ

か
、
球
場
の
利
用
を
希
望
す
る
回

体
、
チ
ー
ム
が
受
録
す
る
も
の
。

・
申
し
込
み
期
間
利
用
前
月
の

3
日
か
ら
ぬ
民
ま
で

し
た
が
っ
て
、
今
年
度
の
大
会

十一

来
年
鶴
見
ら
鏡

鏡
冊
用
料
や
朝
関
方
議
決
ま
る

市
民
待
裂
の
平
一
塚
球
場
は
、
順
調
に
建
設
工
事
が
進
み
、
そ
の
雄
姿
を
現
し
て
ほ
ほ
完
成
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
球
場
面
周
辺
の
整
備
が
行
わ
れ
、
来
年
四
月
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
九
月
定
例
市
議
会
で
都
市
公
開
閉
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
、
使
用
料
な
ど
も

定
め
ら
れ
、
利
用
方
法
も
決
ま
っ
た
の
で
、
平
塚
球
場
の
慨
嬰
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
今
ょ
う
。

平
塚
球
場
は
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
一
今
後
は
、
球
場
周
辺
の
整
備
を
一
お
知
ら
せ
す
る
。

も
鍛
え
、
県
下
で
一
横
浜
球
場
、
川
一
行
い
、
来
年
四
月
か
ら
は
市
民
の
一
{
施
設
の
概
要
}

崎

球

場

に

次

ぐ

、

本

格

的

な

公

式

一

み

な

さ

ん

に

利

用

し

て

い

ぺ

た

く

一

マ

グ

ラ

ン

ド

両

翼

九

十

一

日

刊

異

氏

野
球
場
で
あ
る
。
ま
た
万
一
の
と
一
こ
と
に
な
る
。
一
中
開
業
時
二
十
灯
、
内
野
ク
レ
i
、

委

一

一

一

一

治

会

館

の

建

設

や

民

間

保

育

続

施

き

に

は

、

要

拠

点

墓

地

と

し

て

一

そ

れ

で

は

、

平

塚

球

場

の

施

設

一

外

野

芝

生

一

月

昔

ま

で

一

あ

ら

か

じ

め

受

録

し

て

お

き

、

後

醐

幸

一

設

改

修

に

か

か

る

補

助

金

を

追

加

議

案

た

す

べ

く

、

警

倉

庫

一

の

概

要

と

、

こ

の

ほ

ど

決

ま

っ

た

一

マ

収

容

人

員

一

万

六

千

人

で

利

用

時

間

シ

ー

ズ

ン

中

は

午

官

、

利

用

議

整

会

議

て

翼

始

一

平

塚

球

場

宗

一

し

弓

や
貯
水
槽
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
一
球
場
の
利
用
方
法
、
車
料
金
を
一
ゐ
野
(
い
す
)
席
八
千
人
一
警
察
ら
午
後
初
雪
て
そ
一
せ
ん
し
利
習
を
決
定
す
る
。
一
・
所
在
平
塚
市
大
原
1
i
l

関
繍
一
土
木
費
語
、
車
補
助
金
の

'
外
野
(
芝
生
)
席
八
千
人
一
の
抽
出
は
午
前
8
時
か
ら
午
後
6
時
一
・
申
し
込
み
期
目
前
年

ω月
一
ぬ
で
電
話
竹
山

i
…
一
六
六
(
日
月
一
市
平
塚
一
九
一
一
一
一
一
内
定
に
伴
う
事
業
費
や
、
道
路
改

マ

照

明

塔

六

基

(

バ

ッ

テ

リ

ー

一

ま

で

一

日

か

ら

日

月

初

日

ま

で

一

ω
8ま
で
は
M
A

六
八
八
六
)
一
{
建
築
墾
寒
世
条
例
}
一
良
等
生
活
道
一
路
の
護
婦
費
を
迫
加

問

一

千

一

一

召

さ

一

寸

夜

開

照

明

施

設

4
月
1
臼
か
一

i
l
i
l
i
-
-
i
I
l
i
-
-
!
i
j
一
県
の
権
限
蓄
に
よ
り
、
来
年
一
し
、
さ
ら
に
来
年
四
月
か
ら
室

長

部

門

一

一

時

五

軒

日

6
時
か
ら

ω
一

行

政

委

員

決

ま

る

耳

目

ト

Mmq諮
問
日
間
一
日
行
止
措
宮
の
準
備
経
費

な

お

、

内

野

ス

タ

ン

ド

に

は

笠

一

時

ま

で

一

一

よ

る

建

築

審

査

会

の

組

織

運

営

に

一

消

防

費

で

は

、

消

火

栓

の

新

増

内

投

球

場

の

ほ

か

、

選

手

控

室

、

一

{

利

用

蓬

}

一

九

月

定

関

市

議

会

の

結

巣

一

つ

い

て

定

め

た

も

の

。

設

事

業

費

の

ほ

か

、

主

要

な

防

災

更

衣

室

、

シ

ャ

ワ

ー

室

、

会

議

室

、

一

毎

年

一

一

月

か

ら

一

二

月

に

、

利

用

一

一

雲

霞

織

の

重

一

望

基

地

と

な

る

平

塚

球

場

に

つ

医
務
室
、
望
書
庫
な
ど
が
一
審
の
登
録
を
行
う
。
芸
施
設
一
九
月
七
日
か
ら
開
会
さ
れ
て
い
一
確
認
業
務
に
必
要
な
建
築
審
査
会
一
平
塚
地
震
の
約
六
十
コ
一
定
つ
一
い
て
当
面
必
要
な
喜
善
の

設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
の
効
率
的
活
用
を
踊
る
た
め
、
予
一
た
九
月
市
議
会
定
例
会
は
、
二
十
一
条
例
の
制
定
な
ど
が
提
案
々
口
れ
一
い
て
、
昭
和
六
十
年
七
月
一
日
か
一
購
入
費
を
計
上
し
た
。

〔
襲
警
・
時
惑
一
犠
申
し
込
み
そ
受
け
付
け
る
。
一
八
白
に
審
議
を
終
え
閉
会
さ
れ
一
た
。
審
議
の
結
果
、
決
算
の
認
定
一
皇
室
一
写
実
施
す
る
た
め
、
一
そ
し
て
警
警
は
、
童
小

亙
使
用
は
、
昭
和
六
十
年
四
一
〈
予
備
申
し
込
み
〉
王
室
古
語
、
昭
和
五
十
九
一
に
つ
い
て
は
継
続
筆
議
と
す
る
こ
一
町
の
区
域
を
「
平
塚
一

γ呂
」
か
一
学
校
の
給
食
受
入
警
の
整
備
事

月
一
臼
か
ら
題
す
る
。
一
マ
大
会
登
録
翌
年
度
に
大
会
を
一
年
度
の
望
予
算
を
は
じ
め
、
病
一
と
に
し
た
ほ
か
は
、
原
案
ど
お
り
一
ら
「
平
塚
五

γ
一
白
」
ま
で
と
し
た
一
妻
、
来
年
度
に
予
定
し
て
い
る

マ
グ
ラ
ン
ド

3
月
苦
か
ら
ロ
予
李
る
主
催
者
(
連
盟
等
)
が
一
競
霊
会
計
決
算
の
認
定
、
建
築
一
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
一
も
の
。
一
書
公
民
館
の
改
築
や
金
日
中
学

一
追
加
議
案
が
療
薬
さ
れ
、
教
育
委
一
{
エ
謬
一
務
負
契
約
の
締
結
}
一
校
グ
ラ
ン
ド
夜
間
昭
…
羽
織
設
の
新

醐

使

一

員

会

重

な

ど

の

行

政

震

の

竺

マ

大

匂

丸

島

線

改

良

工

事

請

負

一

設

に

か

か

る

準

備

経

費

な

ど

を

計

の

仁

一

任

に

つ

い

て

、

同

意

が

得

ら

れ

た

。

一

金

額

一

億

二

千

二

百

万

円

湘

南

一

上

し

た

。

り

き

一

一

一

騎

一

〔

教

育

委

田

開

会

援

護

審

}

一

機

械

土

木

霊

会

社

一

当

の

。

一

マ

菊

葬

一

氏

(

議

)

平

塚

一

マ

桜

ケ

丘

ポ

ン

プ

毒

気

設

備

工

一

教

育

委

員

長

一

一

書

一

市

松

風

町

1
1時
一

事

そ

の

5
0
重

喜

一

億

円

一

に

森

喜

芳

氏

守

料

わ

一

マ

癌

簿

一

枝

氏

(
U
U

歳

)

中

郡

一

神

鏑

電

機

株

式

会

社

一

君
一
大
磯
町
東
町
3

7

持
一
義
主
ポ
ン
プ
一
場
機
械
設
備
工
一
十
月
一
日
に
臨
時
教
育
委
員
会

J
凱
一
{
翻
定
張
緩
師
昨
日
欄
務
笈
黍
録
会
議
一
事
そ
の
7
e
請
負
金
額
一
脇
陣
コ
一
百
一
が
同
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
会
委
員

万
J

一
灘
の
選
任
}
一
万
円
株
式
会
社
夜
原
製
作
所
東
一
長
に
森
喜
芳
民
が
選
任
さ
れ
た

0

2
7喜

一
一
一

2
8
平

塚

一

京

事

務

所

一

言

雲

譲

む
る
一

b

A

砂

伊

一

マ

委

員

長

森

喜

芳

氏

(

刊

山

裁

)

れ

一

一

一

験

会

す

の

議

歪

子

第

一

平

塚

市

御

殿

1
1

も

さ

一

一

品

鶏

d
f
t
uゐ
符
一

i
一
、
一
-
ぷ
タ
一

合
〉
一

;

d

m

一
一
マ
委
員
長
職
務
代
理
事
官
出
一
縄
日
明

試
金
一
九
丹
市
議
会
定
例
会
で
、
昭
和
一
務
費
で
は
、
防
災
無
線
受
福
所
の
一
氏
(
的
措
郡
平
塚
市
方
自
六

摺
糊
一
五
十
九
年
度
の
補
正
予
算
が
、
涼
一
砿
充
を
図
る
た
め
、
中
央
農
協
大
一

O
七

J
C
一
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
一
野
支
所
構
内
に
新
設
す
る
工
事
費
一
一
〉
委
員
祷
藤
紳
一
氏
(
創
出
歳
)

汲
藤
一
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
は
補
正
一
を
計
上
、
平
塚
地
底
の
住
法
表
示
一
平
塚
市
松
風
町
Z

何日

釦
加
一
額
士
一
億
六
百
十
一
万
四
千
円
を
一
関
係
経
費
も
措
置
し
た
。
一
マ
委
員
福
運
一
枝
氏
む
歳
)

試
料
一
加
え
、
予
算
場
模
は
四
百
二
十
六
一
民
生
費
で
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
一
中
郡
大
磯
町
栄
町
3
1
7
1
M

蝿
周
一
億
四
千
七
百
万
円
と
な
っ
た
。
一
ホ
ー
ル
施
設
に
つ
い
て
防
災
対
策
一
マ
教
育
英
山
口
八
郎
氏
(
位
歳
)

主
な
補
正
内
容
を
み
る
と
、
総
一
を
含
め
た
改
装
費
用
の
ほ
か
、
自
一
平
塚
市
畿
扇
町
内

u
n

球場案内

グラウンド 夜間照明施設
百E 分

市内 市 外 点灯率 使用料

織幾人〈フ 試合 8.000FIl 
1∞% 13.500円

ロ野球〉 練習 5.5ooFIl 

百聾 試合 4.000F弓 5.000F弓
80% 竹 .00二月

式 練習 3.0ooF弓 4.00C円
社会人

軍宜 試合
7.80C円

式 練習 2.000円 2.50C向

試合 4.000FIl 5.000fIl 
十1.0ooF弓大学生 80% 

練習 3φooOfIl 4.00C向

試合 2.500伺 3.000F弓
高校生

練習
50% 5，00C内|

1.5ooF弓 2.000月

小学生 試合 1.500円 2.000月
練習 50% 5.000円

中学生 1.0コC向 1.3(コ内

昔楽会への誘い
市内小中学校代表による合唱、合奏の発表

⑧中学校の部 lO1i 17臼(水)
-開穣 10時20分

⑧小学校の部 11月7臼(氷)
・開演 9時 45分

市

民

相

談

室

幻

i
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一

O
人
権
法
樟
相
談
{
四
月
日
日
(
火
)
、
日
月
6
日
(
火
)

ハ
ー
行
政
審
構
相
談
F
U
時
jtjM
時

。
一
般
法
樺
揖
談
日
月
1
日
(
木
)
、
日
月
日
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
咋
)
、
日
時
t
M時

。
宅
地
盟
物
相
談
叩
月
回
目
(
火
)
、
日
時
j
h
M
時

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)

。
登
記
、
棋
紙
、
潤
議
相
説
日
月
9
日
(
金
)
、
日
時
5
日
時

。
住
宅
相
談
日
月
刊
臼
(
火
)
、
日
時
1
日
時

。
定
例
年
金
椙
談
日
月
8
日
(
木
)
、
四
時
ら
日
時

。
一
融
市
民
相
離
電
臼
(
た
だ
し
、
土
曜
臼
は
立
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

O
消
費
生
活
相
談
同
月
四
日
(
金
)
、
羽
田
(
金
)
、
日
河
2
日

(金
J

、
叩
時
3
日
時

。
一
尭
明
帯
譲
特
許
相
談
日
月
5
日
(
月
)
刊
時
t
!
?

日
時

。
一
下
輯
取
引
摺
談
山
月
凶
行
(
木
)
、
日
時
四
分
3
日
時

務
少
年
柄
欄
談
愛
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)M

i七
一
一
一
一
一

月
t

、
金
曜
日
9
時
1
日
時
ヒ
曜
日
は
日
時
ま
で

穣

社

会

鎗

お

1
一一一一一一一一一一一

〈Y
心
配
ご
と
相
談
毎
週
月
曜
日
(
第
だ
を
除
く
)
、
四
時
F13
日
時

。
母
子
相
談
時
週
け
ら
金
曜
日
、

9
時
3
日
時
却
汁

。
難
韓
間
四
麓
摺
輯
毎
週
H
3
金
曜
日
、

9
時
jI3
珂
時

。
高
齢
者
輪
車
欄
談
毎
週
月
f

、
会
曜
日
、

9
時
却
分
S
M
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

躍
週
火
'
木
輔
自
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
四
時
S
U
時

。
老
人
棉
談
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雪量3h
J V.ノ 」 ハ

た酉己と公十

i;ii 
か内せの

究 Z若士な
相プ 月 才 宅
途た一向
.h<だ臼願
みしか望書
包、らの
さき各五受

宅踏臼立
にま付

心よ でけ
了り行は
承若わ、

私立幼稚趨の一覧

予苦笑幼稚騒(出縄)

大神美里幼稚園(大神)

大野幼槽 塁 間 ( 東 八 幡 )

神田幼稚園(大神)

黒部 氏 幼 稚 濁 { 黒 部 丘 }

さ き とり幼碓濁(四之宮)

さなだ幼稚蘭(真田)

清水字書寵付属幼稚園(根坂間)

湘南 桜ケ丘幼稚趨{桜ケ丘)

しら ふ じ 幼 稚 閣 ( 山 下 )

軍平幼 稚 園 { 車 平 )

つくし幼稚園(飯島)

つるみね幼稚燐(浅間町)

道和幼推 圏 ( 草 草 原 町 )

なでし こ幼稚溜(平理)

白鳥幼稚調(/可内)

花 乃幼稔麹 f入野)

紹軍069年守 O用守 58

A
M
a
-
-

十
一
月
九
日
か
ら
十
一
門
口
ま
で
の
一
二
日
開
問
、
第
二
十
五
回
平
山
駅
前
産
業
ま
つ
り
が
克
附
会

守
:
台
体
育
館
で
一
関
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
場
に
弘
、
毎
年
人
気
が
あ
る
み
つ
け
市
や
議
e

古

官
0

・
水
産
物
の
廉
売
の
ほ
か
、
植
木
市
や
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
慢
し
物
を
:
古

山M
b
e

企
画
し
て
い
る
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
掛
け
を
。

ベ
ル
エ
ア
1
フ
タ
パ
の
縫
内

花水幼稚園(穏域ヶ丘)31-5921 

東中原幼稚繍(東中原 33-4849

平間幼稚濁(岡崎 58-1188

平塚輯宛幼推濁(号草原町 33-2320

平塚二葉幼標題〈見約町 31--0864

平塚めぐみ幼稚閣〈繰 32-3422

松風幼稚園(松風町 22-0558

美里幼稚繍(子高 55--3830

市立幼稚園の一覧

さ く ら 幼 稚 園 ( 真 土 55-4414

ひばり幼稚園(銅綴 31--3828

愛悶幼稚園{南豊田 31-5326

土原幼推題(土灘 58--1415

城島幼稚麗(小鍋島 55-0953

金 目 幼 推 趨 ( 南 金 目 58-0243

港幼稚趨(夕陽ケぽ)22-4189 

松原幼推盤(天沼 23-2834

33-2215 

54-3288 

21-7302 

55一一 0841

31-1955 

54-3558 

58-0001 

58-8080 

31-2623 

34-3237 

32-5775 

58ー 7035

22-2007 

31-0595 

31-2471 

32ー 7875

32-..0086 

揺

3

館

舘

会

館

会

会

館

拍

臨

館

輩

区

こ

民

自

民

民

児

賄

地

υ
公

台

公

八

ム

珂

晴

岸

で

水

浜

賀

宗

左

眠

)
海
な
花
、
j

高

讃

)

山

間

)

明

鯛

体

時

時

時

休

時

時

休

時

休

時

時

2

6

2

6

2

1

6

2

1

 

1

1

2

1

2

1

2

2

 

E

M

~

~

~

間

同

~

~

口

同

~

口

同

~

~

O
A

時

時

時

間
J

時

時

1
時

限

時

時

1

0

4

9

;

4

9

4

;

3

3

 

開

月

寸

J
V

づ

関

川

づ

づ

関

川

寸

罰

川

引

い

ん

吉

宮

1

i

1

1

1

1

 

平塚市社会福祉大会
とき 101mB(臼)12特務場、 13待繍演

ところ 市民センターホール

t結 溌 増量・丸山浩霊長(手話通訳)

・さとう宗幸(歌 手)

・マジック@ナポレオンズ(マジック)

・松島トモ子(歌 手)

機入場聾理#の問い合わせ時下記へおたずねを。

潤い脅わせ 播祉揖輯韓庶輔樺(内輯217)
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け
、
市
役
所
と
地
域
を
結
ぶ
情
報

の
拠
占
、
と
な
る
の
が
地
域
拠
点
義

0

・

五

%

地

で

あ

る

。

⑤

及

そ

の

他

三

・

一

二

%

こ

の

地

域

拠

点

墓

地

は

、

災

害

る

三

八

・

九

%

一

関

門

韓

関

少

証

券

行

そ

防

止

す

る

一

た

の

発

生

す

る

恐

れ

が

あ

る

と

き

、

⑦

き

然

と

し

た

態

度

で

指

導

す

る

吾

、

常

、

有

効

だ

と

一

思

わ

れ

ま

た

は

災

害

が

発

生

し

災

窓

口

応

急

こ

れ

は

、

市

民

の

み

な

さ

ん

か

三

一

一

・

九

%

一

る

も

の

は

、

ど

の

よ

う

な

こ

と

で

一

回

「

国

民

年

金

受

給

権

者

対

策

を

実

施

す

る

と

き

に

設

置

す

ら

、

脊

少

年

問

題

に

つ

い

て

お

間

宮

然

の

中

で

の

芸

事

く

こ

一

し

よ

う

か

主

な

も

の

を

こ

っ

以

尽

を

提

出

し

て

い

た

だ

く

る

も

の

。

そ

し

て

、

白

喜

重

き

し

た

住

民

実

態

調

査

の

結

果

で

と

の

大

切

さ

を

身

に

つ

け

さ

せ

る

一

内

選

ぶ

。

一

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

織

な

ど

と

連

絡

を

取

り

あ

い

、

地

あ

る

一

一

千

七

%

答

長

室

で

の

し

つ

け

や

警

を

て

」

の

君

屈

の

提

出

震

は

、

一

域

内

の

情

報

の

収

集

や

伝

達

、

被

警

の

違

憲

々

の

生

徒

に

つ

い

て

、

さ

ら

一

充

実

す

る

し

ハ

五

二

死

一

年

金

を

受

け

て

い

る

方

の

誕

斉

一

地

域

拠

点

墓

地

盤

ロ

状

況

の

担

擦

に

君

、

救

写

会

象

。

平

警

に

住

む

二

十

歳

に

震

を

深

め

る

一

?

一

元

一

審

少

年

に

関

す

る

広

報

活

動

互

の

月

末

で

あ

る

o

用
昔
、
提
出
一
災
害
対
策
は
、
ま
ず
情
報
室
霊
長
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

以

上

の

男

女

⑤

授

業

に

つ

い

て

い

け

な

い

喜

一

充

実

す

る

間

二

一

%

一

期

限

の

約

一

か

月

前

に

、

雲

保

支

お

よ

び

伝

達

か

ら

始

ま

る

と

い

う

支

援

す

る

も

の

で

あ

る

。

-

抽

出

方

法

言

葉

本

台

帳

か

に

さ

ら

に

配

躍

す

也

一

一

一

一

了

間

一

霊

殿

、

道

、

関

係

機

関

な

ど

高

ま

ら

送

ら

れ

る

。

喜

望

一

わ

れ

て

い

る

。

な

お

、

各

地

区

の

地

域

警

墓

暴

露

に

抽

出

%

一

の

連

携

を

強

化

す

る

一

一

一

一

一

一

九

一

量

五

苦

言

、

提

出

し

て

一

こ

の

た

め

、

地

震

予

知

か

ら

地

警

は

、

主

か

ら

十

五

名

の

紅

会

事

臼

昭

和

五

十

九

年

六

⑤

密

主

的

な

活

動

を

重

視

し

た

教

一

%

一

い

た

だ

き

た

い

。

一

震

発

生

雪

景

芸

ど

に

伴

備

職

員

を

配

置

し

、

話

量

繰

月

十

五

日

君

事

入

れ

る

二

・

九

%

一

③

地

域

住

民

に

よ

る

健

全

同

成

活

一

た

だ

し

、

主

主

苦

言

一

う

一

連

喜

善

訟

を

行

う

た

め

機

で

喜

所

と

連

絡

を

取

り

あ

2

・

配

布

数

也

千

四

百

平

五

⑦

皆

様

の

教

育

を

さ

ら

に

主

す

善

活

発

に

す

る

一

一

-S一
て
か
ら
一
言
経
過
し
て
い
な
い
一
市
内
を
…
一
十
五
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
ご
と
に
な
っ
て
い
る
。
一

週

間

出

収

数

ご

二

千

三

百

二

る

一

五

@

今

%

一

⑤

ポ

ル

ノ

雑

誌

の

自

動

販

売

機

な

一

方

、

年

金

が

支

給

停

止

さ

れ

て

い

一

m
F
5
5
5
5
Z
2
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
5
2問主
3
2
2
5
2
2
2
2

一

@
回
収
一
手
七
一
子
八
%
寝
袋
と
護
階
、
親
日
間
七
の
連
携
一
ど
、
台
湾
少
年
に
影
響
を
与
え
る
環
一
る
方
、
全
額
支
給
停
止
解
除
後
一
一
問
い
合
わ
せ
昔
、
市
保
険
住
金
一
マ
会
場
平
塚
市
消
防
総
合
訓
練
一

問

要

書

案

考

え

方

や

行

空

分

に

す

る

六

・

%

一

墳

を

浄

化

す

る

一

一

四

三

%

一

言

経

過

し

て

い

な

い

在

、

芝

草

案

(

内

線

氏

一

)

へ

o
F
E

一

勧

に

つ

い

て

、

全

体

的

に

ど

の

よ

⑨

そ

の

他

五

@

六

%

一

⑤

愛

議

指

導

を

強

め

る

me
七

一

況

居

を

提

出

す

る

必

要

が

な

い

。

一

一

寸

競

校

内

容

粉

末

消

火

器

相

火

一

足

感

じ

て

い

ま

す

か

。

間

青

少

義

行

に

つ

い

て

、

あ

一

%

一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
j
i
l

一

宮

消

火

競

技

ほ

か

一

持
訪
れ

U
U
T
5一
九

%

γ

計

徳

に

欠

け

て

い

る

一

一

一

一

抑

制

持

続

料

品

目

以

一

幹

信

M
M
q
t
M
4
F
一

欝

丹

監

義

務

葉

覇

建

議

一

富

道

一

号

線

一

事
自
分
の
青
山
売
を
霊
長
べ
一
宮
立
心
が
あ
る
八
ら
%
一
子
九
%
一
主
な
も
の
を
一
っ
き
。
一
③
柔
道
徳
の
一
一
角
雪
雪
一
一
一

3
草

署
z
E
記
事
E
F
一

蓄

率

一

の

道

路

工

事

一

る

主

・

五

%

一

③

そ

の

他

八

a

五
%
一
⑤
生
き
が
い
や
日
擦
が
な
い
一
答
①
青
少
年
白
身
一
一
六
e

喜
一
五
二
一
一
%
一
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
職
員
一
七
)
へ
請
求
し
、

2
1
5土

建
設
省
で
は
、
軍

1号
線
王

室
還
約
で
あ
る
一
七
・
八
%
言
好
ま
し
く
な
い
と
怠

2、
:

主

主

主

%

一

②

家

庭

回

七

・

七

%

一

雪

」

の

他

凶

・

八

%

一

の

採

用

試

験

を

行

う

。

一

昔

ま

で

に

申

込

書

を

提

出

す

京

バ

イ

パ

ス

の

交

差

点

改

良

お

よ

一

③
合
理
的
、
仏
霊
的
で
あ
る
一
一
ニ
な
も
の
を
一
つ
以
内
妻
。
一
⑤
反
抗
、
主
ぃ
:
%
一

l

i

l

i

l

i

-

-

l

i

!

一

マ

募

集

会

一

人

一

る

。

一

び

襲

喜

一

行

う

こ

と

に

な

っ

一

こ

え

%

一

審

⑦

忍

耐

力

が

な

い

三

六

四

六

%

一

⑦

甘

え

の

気

持

ち

が

強

い

一

一

一

一

ま

主

一

マ

受

験

資

格

gp校
教

育

法

に

一

一

た

o
E
事
長
問
中
、
ご
協
力
を
お

④

創

造

力

が

豊

か

で

あ

る

一

一

審

情

や

欲

求

不

満

を

コ

ン

ト

口

一

0

・

四

%

一

退

職

者

の

一

法

嬢

判

例

慶

一

よ

る

大

学

、

短

期

大

学

、

5
一
消
火
額
一
技
大
会
一
願
い
し
た
い
。

一

一

一

ゐ

%

一

?

ル

で

き

な

い

一

九

・

五

%

一

③

そ

の

他

子

九

%

一

一

高

等

学

校

の

諜

一

雪

昭

和

一

室

-
3
一
平
塚
市
危
険
物
安
念
協
会
で
は
一
マ
工
事
期
間
凶
月
1
前
年
3
月

⑤
素
直
で
雲
一
二
・
七
%
一
③
自
己
中
、
お
で
あ
る
四
五
・
有
毒
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
一
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
一
月
以
降
蓄
し
た
者
、
お
よ
び
昭
一
正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い
と
、
一
マ
工
事
場
所
馬
入
本
町
日
目

⑤

明

明

快

活

で

あ

る

二

七

・

一

O

%

一

う

な

こ

と

が

反

省

点

だ

と

患

い

ま

一

一

和

印

年

3
月
に
卒
業
す
る
克
込
み
一
的
憾
な
消
火
活
動
を
普
及
す
る
た
一
控
訴
ら
榎
木
町

1
l
m地
先
ま

一
一
ア
今
一
;
守
三
一
す
か
・
宇
一
な
も
の
を
二
つ
以
内
選
一
五
百
か
ら
国
民
健
康
保
険
一
室
長
一
室
。
室
長
二
言
〆
以
上
、
一
め
、
第
ト
七
回
消
火
建
夫
妻
干
の
車
道
お
よ
び
歩
道

イ

一

ぶ

一

に

、

新

た

に

退

職

者

医

療

制

度

が

了

被

扶

養

者

入

院

2
刻
、
入
一
他
重
五
五
キ
ロ
以
上
、
胸
岡
田
八
O
H
ン
一
目
聞
く
。
一
マ
連
絡
先
建
設
省
横
浜
鼠
道
E

子
豚
や
ア
ヒ
ニ
ー
志
望
子
供
の
生
活
の
喜
善
一
設
け
ら
れ
、
対
象
者
は
医
療
機
縦
一
院
外

3
割
一
以
上
の
者
。
③
そ
の
外
、
詳
し
い
一
言
侍
背
昔
(
叱
)
午
前
一
重
葉
小
田
原
出
張
所
(
電
諮
問

ル
の
レ
j
ス
ニ
つ
か
ん
で
い
な
い
一
一
八

E

七
%
一
で
支
払
う
阿
国
選
賓
の
白
つ
い
祭
担
額
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
市
保
険
年
金
一
こ
と
は
募
集
妻
君
。
一

9
景
山
分
1
午
後
3
時
初
分
一
O
四
六
五
灯
i
f
一一一六一一一)

ル
一
局
溺
少
一
掛
か
ら
の
家
庭
で
の
し
っ
一
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
課
保
険
税
係
(
内
線
一
一
泊
八
)
一
マ
受
験
手
続
き
受
験
申
込
書
を
一

平
塚
市
議
席
(
共
進
会
が
九
月
一
二
一
け
が
不
十
分
で
あ
る
五
0
・
二
一
マ
対
象
嬰
仕
留
民
鍵
康
保
験
に
一
市
消
訪
本
部
庶
務
課
内
線
一
一
7
八

十
九
日
と
三
十
日
、
浅
間
緑
地
で
…
一
%
一
加
入
し
て
お
り
、
年
金
制
度
(
閉
山
一

間
四
か
れ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
乳
牛
六
…
一
③
家
庭
内
が
白
川
満
で
な
い
一
二
民
年
金
は
除
く
)
の
加
入
期
間
が
一

ナ
白
頭
、
種
塚
三
十
六
頭
、
鶏
十
一
一
0
・
七
%
一
初
年
以
上
、
ま
た
は
判
歳
以
後
の
一

八
組
が
出
場
、
美
し
客
室
な
一
一
議
と
子
告
書
、
ふ
れ
あ
い
高
間
話
年
以
上
で
、
翌
年
金
一

ど
を
競
っ
た
。
ぃ
一
が
少
な
い
一
石
・
八
%
一
を
受
給
し
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
一

会
場
で
は
、
共
進
会
者
象
斎
の
い
一
@
親
が
子
供
の
進
学
に
期
待
し
す
一
被
扶
養
者
。
一

審
査
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
市
民
の
ご
ぎ
て
い
る
一
一
ハ

Z
二
%
一
た
だ
し
、
老
人
保
健
制
度
の
対
一

ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
よ
う
と
、
ァ
ニ
蓄
が
子
宮
放
任
し
て
い
る
一
象
と
な
る
方
は
除
か
れ
る
。
一

ヒ
ル
や
主
体
の
レ
ー
ス
、
牛
乳
…
一
一
六
・
二
%
一
マ
自
己
負
総
額
対
象
者
が
病
院
一

と
た
い
胞
の
無
料
配
布
、
肉
や
野
一
一
⑦
そ
の
他
六
・
0
%
一
や
診
療
所
な
ど
に
支
払
う
両
院
療
費
一

菜
の
し
青
空
市
場
、
家
事
官
の
重
量
当
一
一
閥
次
に
学
校
に
対
し
て
は
、
な
一
の
自
己
負
旧
制
額
は
、
こ
れ
ま
で
3
一

て
ク
イ
ズ
な
ど
が
岬
関
さ
れ
た
。
ふ
ニ
お
一
麓
符
を
禦
み
た
い
で
す
か
一
割
負
担
一
し
て
い
た
の
が
軽
減
さ
一

だ
ん
動
物
と
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
一
主
な
も
の
を
二
つ
以
内
選
ぶ
。
一
れ
、
次
の
負
h

四
割
引
台
と
な
る
。
一

い
子
供
た
ち
は
大
喜
び
だ
っ
た
。
二
蒸
w
教
師
と
生
徒
の
信
頼
李
一
一
両
め
了
退
職
被
保
険
者
(
年
金
受
給
話
一

家庭での&望書点滋

% 
5D 

4C 

3D 

設五

51告

日
出
民
年
金
現
況

今月は59年度市県民税第 3期の納期て

す。 10J-=J31日まてにお近くの金融機関に

納めてください。

税を知るi週鶴です

11月日日から 17けまでのf院を知る週間j

にあわせ、税務努・県脱務所・ lli・説卑

ニヒ舎により、税金についての税措相談が

聞かれます。

。朗自l1Jl15日(木)、日月 16日(金〉

。時間午前日時~今後 4時

。会場 権畳二本館 1階索開入口

問い合わせ

市役所収納課管理妬 (内擁280) 市 民

説調税制部(内綿267)

，むと心のふれあい WeLoveひらっかり

とさ ?喜男持題{関)策海道本遜り
[ノてレード部門] 白バイ、チアーガーJレ、フラスパンド、

ノ、ーレー、勝旗小・揖小・崇善ノ」、鼓笛隊、ガールスカワトブ

ラスパンド、平塚ハトンクラブ、 PLバトンクラブ等

{イベント部F守} もちつき六会、ちびっ子釈低、起草壁章、

ミニ SL、フワフワワルトラマン 80、エアロピクス、じタ太

鼓、らくがき大会、体力測定、ハーレー撮影会、東海大ブラ

スパンドドリ Jレタト

[1国鹿1 150mo出島

膏年会議所 電話 21-6474 市地域づくり課電話 23-1111内 244



塁手んたちと子操たちの還霊窓会

秋
と
い
え
ば
、
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
。
今
月
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
追
っ

て
み
ま
し
た
。

紹
介
す
る
の
は
、
平
塚
市
母
親

ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
小
学

校
の
運
動
会
で
す
。

母
親
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
今
回
が
初
め
て
。
そ
れ
だ
け

に
、
運
営
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
参
加
し
た
人
は
、
と
て
も

は
つ
ら
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
こ
そ
か
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
。
と

い
っ
た
印
象
で
し
た
。

さ
て
、
小
学
校
の
運
動
4

目
。
こ

ち
ら
は
、
か
わ
い
い
一
年
生
か
ら

大
人
っ
ぽ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
六
年

生
ま
で
の
子
供
た
ち
が
、
一
生
懸

命
に
か
け
た
り
、
隣
っ
た
り
。
さ

わ
や
か
さ
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

女の子も騎馬戦。勇壮というより棄しそう

日
月
8
5
ま
で
に
申
し
込
み
を

第
二
ト
一
回
市
内
実
業
団
対
抗
一
・
小
学
校
5
年
日
月
日
門
口
、
1

体
育
大
会
の
臼
穏
が
決
ま
り
、
十
一
月
初
日

一
月
十
八
回
か
ら
見
附
台
体
育
館
で
小
学
校
6
年
と
中
学
生
立
丹

な
ど
を
会
場
に
開
聞
か
れ
る
こ
と
に
一

9
日、

2
月
幻
臼

な

っ

た

。

一

・

本

大

会

3
月
日
日

マ
日
程
お
よ
び
会
場
一
マ
会
場
湖
南
海
岸
公
園
田

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
月
刊
品
目
一
円
v
競
技
方
法
・
小
学
生
男
子

(
見
附
台
体
育
館
)
一
一
一
千
灯
、
友
子
一
千
M

-
中

・
パ
ス
ケ
y
ト
ボ
i
ル
日
月
一
出
一
学
仕
事
力
子
一
-
一
千
日
川
、
女
子
一
一

白
、
お
日
(
見
附
台
体
育
館
)
一
千
れ

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ロ
月
お
日
一
マ
申
し
込
み
叩
月
幻
自
ま
で
に
今
年
か
ら
B
寝
台
車
に

(
見
附
台
体
育
館
)
一
所
定
の
用
紙
で
、
見
附
台
体
育
館
一
も
乗
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

-
卓
球
日
目
リ
お
臼
(
見
附
台
体
一
内
体
育
課
(
電
話

n
jニ
O
六
(
)
)
一
・
七
日
間
附
釘
効
の
も
の
一
一
人
分

育

館

)

一

へ

。

一

八

万

円

明

日

開

場

1日

(

大

神

一

総

合

体

育

大

会

一

.

出

品

有

効

の

も

の

二

人

サ
y
カ
1

背

望

智

一

富

士

見

が

優

勝

一

な

お

、

夫

婦

ど

ち

ら

か

が

七

十

(

市

民

ス

ポ

ー

ツ

広

場

)

一

一

歳

以

上

で

あ

れ

ば

、

五

千

円

の

シ

一

・
硬
式
テ
ニ
ス
孔
月
訪
日
、
お
一
九
月
二
日
と
九
日
の
二
日
間
、
一
ル
パ
l
額

引

が

あ

る

。

一

白
(
桃
浜
庭
球
場
ほ
か
)
一
第
三
ト
一
一
一
同
一
市
民
総
合
体
育
大
会
一
詳
し
い
こ
と
は
、
富
鉄
平
塚
駅
一

マ
参
加
資
格
市
内
の
事
務
所
、
一
が
開
聞
か
れ
、
総
合
成
績
で
富
士
見
一
旅
行
セ
ン
タ
ー
(
電
話
お

l
一一六一

事
業
所
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
(
硬
一
地
区
が
昨
年
に
続
き
連
続
俊
勝
を
一
一
一
一

O
)
へ

。

一

式
テ
ニ
ス
は
1
チ
ー
ム
の
み
)
一
果
た
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
一
、
ノ

h
}

一

マ
申
し
込
み
日
月
8
B
(木
二

と

お

り

。

一

Aシ
一
弘
、

F
V
i
j
一

ま
で
に
見
附
台
体
育
館
内
体
育
課
一
[
総
A
q
成

績

}

二

日

γi匂
一

日

中

内

週

一

(
電
吉

l
一二

O
んハ
O
)
へ

。

一

マ

優

勝

富

士

見

一

切

ア

~

約

〆

μ口
一

一

マ

準

優

勝

中

京

一

一

少

年

少

女

マ

ラ

一

3
位

埼

益

金

目

、

5

一

一

一
位
金
問
、

6
伎
八
幡
、

7
位

一

ク

レ

ジ

ッ

ト

通

話

一

ソ

ン

大

会

日

程

一

一

一
一花水、

8
位
糞
土
、

9
位
松
一
現
金
を
持
た
ず
に
電
語
が
か
け
一

A
7
年
度
の
月
例
少
年
少
女
マ
ラ
一
が
丘
、
羽
位
横
市
川
、
日
位
港
、
一
ら
れ
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
「
ク
レ
一

ソ
ン
大
会
お
よ
び
第
十
五
回
平
球
一
ロ
位
南
原
、
日
位
域
島
、
日
一
ジ
ッ
ト
透
詰
」
の
ご
利
用
を
。
一

市
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
日
一
位
神
的
、
同
位
四
之
宮
、
同
一
マ
手
続
き
電
謡
局
で
利
用
契
約
一

程
が
決
ま
っ
た
。
一
位
吉
沢
、
口
位
土
問
屋
、
凶
位
一
し
、
暗
証
番
号
を
受
録
す
る
。
一

マ
B
穏

一

崇

善

、

羽

山

川

岡

崎

、

初

位

豊

一

マ

通

認

方

法

一

O
Lハ
番
を
ダ
イ
一

一
問
、
幻
伎
な
で
し
こ
、
泣
位
松
一
ヤ
ル
し
、
①
料
金
支
払
用
篭
話
番
一

勧

悌

悌

悌

一

原

一

号

②

ク

レ

ジ

ッ

ト

番

号

③

先

一

市

出

刈

山

一

湿

器

潟

嬢

チ

1
ム
}
一
方
の
襲
警
号
室
口
げ
る
。
公
衆
一

努}引い
0

村
出
川
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
中
一
電
話
か
ら
も
利
用
で
き
る
。
一

部
よ
i

0

5

5

一
原
、
同
女
子
富
士
見
、
剣
道
富
一
マ
料
金
利
用
契
約
君
、
喜
一

邸
主
ば
川
い
川
一
章
、
聖
書
、
ボ
ウ
リ
ン
一
五
十
円
。
通
話
料
金
は
、
指
定
し
一

品

川

町

1

L

1

1

一
グ
真
土
、
軟
式
庭
球
旭
、
柔
一
た
霊
番
号
に
含
め
支
払
う
。
一

円
以
は
い
し
幻

f

1

1

出
一
道
八
幡
、
自
転
車
金
臼
、
パ
一

O
返

還

に

ご

注

挙

恒

一

口
附
山
知
陥
胤
川
淵
一
ド
ミ
ン
ト
ン
花
水
、
卓
球
旭
、
一
加
入
者
電
電
債
を
お
持
ち
の
方
一

臨
時
以
円
よ
と
は
一
空
金
問
、
硬
式
テ
ニ
ス
崇
一
は
、
重
お
よ
び
満
期
返
還
を
誠
一

品

~

M

J

松
沼
化
出
一
務
、
軟
式
野
球
A

糞
土
、
同
B
一
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
換
金
は
、
一

;
引
恥
川
剖
刊
同
一
旭
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
A

富
一
券
面
袋
一
部
教
の
銀
行
へ
。
一

収

わ

9

9

9

凶
一
土
見
、
向
B

A
宅
尺
パ
レ
ボ
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
幻
一
一
一

}
ル
女
子
A

金
一
出
、
同
B

同
地
一
一
九
九
二
無
料
)
へ
。
一

男の子と女の子でかわいいダンスなんといってもこれはチームワ ク

とき 10丹28盟(自)雨天中止
場所箱様、丸岳、
。集合場所平塚駅改札付近午前8持
。コース平畢 (8: 14)一小田原ー仙石

乙女峠‘丸岳長尾峠湖尻橋

瀕台一小侶E原賓田甲$平埋(17:0∞O予定)

徒主伝約 4時間

。申し込み市体背諜〈電話31-3060)へ
10月22日までに電話で申し込みを。

務弁当、水筒持参、登山ぐっか運動ぐつで

重参加する。交通費は約2.500門。当日は小

田原駅までのキップを賢う。

一一11月は第 1、 3月曜日
自治に利潤できます。(無料開放)
開法曜百 点球、パドミントン、バスケット、

軟式庭球 (13--16時〉、パレー (16..-.....-即時)

議各輔自とも、ラケット、シャトル、ポーん

は必ず各自持事を。(体育館には用意してあり

ません/)

10月 22日(月)午後 l 待~8時
11月5日(汚) I! 

11iH昔日 (汚) I! 
謹動のできる腫装で書加し、上はき用の運

動ぐつを用意してください。(舘内は土足瞳

棄です。〉醜技場内での敵貴は禁止です。
担車体胃韓瞥輯 31-30剖
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海宝

泌盟国公民的 10月 16日 以)~-l 11月13H

泌田本ずちびっ場 10}こH7日 31H 11月141J

域島公民間 100-J lH日 11月 111 15口

滋岡崎公民館 10月刊日 11月 1I J 151J 

滋金町公民間 10fl日目 11月 2I j 16日

ふじみ聖子守 I1地集会I~r 10fJ208 llFl17jJ 

土屋小学校 10月23日 11月 611 20 日

総己主沢:i:}Mt?t1 lOF-j23El 11月 61j 20 日

淡松延小学院 10月246 日月 711 21H 

金自

楽みずほづ小、ρ乍fキ交 Z叩O}月i2S臼 11月 81什i 22r日1 

11月 911

-開設時間 13時30分、 14時30分、灘印は15時

-16時。ただし、ふじみ野白地集会所は14時~

15時。雨天のときは中止となる。

小税・文学

午後 おそ い客出ベスト・エッセイ

日本エッセイスト・クラブ

暗韓の壁画 石原宮太郎

終着駅 結城昌治

真夏日 岩橋邦枝

雷神、期ぶ 丸山憧二

愛の議議集 宮沢賢拍

車穂高紐人事件 長井棉

昼下がりむ恋人造 車JII次郎

通去(リメンパー) 北方謙三

宮川柳ひとりよがり 佐藤君子

確田のぼる

韓関宅江子

'"躍・生活

立購料理 100選 手づくり料理の金

アイディア・~フ庁 ム

クライ・ムキ

暮し上手の軍事ノート 町田卓子

犬何でも相説室 柴田明

嘩華も諦加物のひとつ 描島要一

都密の手作りマイホーム 小学轄

投 書科学・その地

組縄の中で自分を高める 山 田 宏

生活感覚白日本経済論 友寄英睡

透明人間の科学 x掛義彦

広島の遺書 豊田清史

これが本当りプ口野球 頼回司

賢い老人ホーム選択法 久野万太郎

植村直己管隣自軌跡 山と握各社

茶 腕 吉 選 大河内凪船子

天史人災 ミ サ ワ ホ ム

①地域資料コーナーを新設
図番輯 3階参考室4こ、 10月 20日

から開宣する。どうぞご利用を

建
設
掃
調
整
部
、
都
市
部
H

適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

建
設
部
、
下
水
道
部
日
お
お

む
ね
適
正
に
処
掴
相
さ
れ
て
い

た。

*サマーセミナー展
ー期間 10月30日〈火)まで

・場所寄贈品コーナー

会体輔自 毎週月曜日、月末、日月 3日

会博物輯 〒254溝関町12-41電話33-5111

的事

会議演と峡甑「家庭とはj
華麗のあり方を探る交流ミニ集会ロ

・日時 10月20日〈土)14時 -16時

・講師 前坦小学校校長中野勇氏

・対象成人、 般 100人

女ファミリーフヱス子ィバJI.-
麗示、横曹、即売、揮擁f苫等。入場白期

・期日 10丹27日〈土)、 10月28日(日) 10 

月27臼は農法コーナーのみ

・時間 9時 -21時 (28日は16時まで)

会青年宇土交ダンス教室
社交ダンス由基本ステッブ入門講珪

・日程 11月30日-12月 14日 揮週水、金曜

日と 12月 15日(土)、 19時 -21時

・対象脅年男女各30人

会曜し鞠の申し込み望

合体館臼 躍週月曜日、

合曹世年害時

"f'254 

1をE当然観察会 n酒勾111のJII原J
カモ、カモメや、川車の誌を視察する 0

・期日 11月11日〈日) 南天中止

・場所酒匂JII (甑泉付近〉

・申し込み 10月30臼までに往揮はがきで。

「巣箱を作ろうj

地域資料コーナー は 10月 20日オーブン。

女体輔自 毎週月曜日、月末、 11月 3日

会話器購繍 乎2545曳間町12-41電量費者31-0415

*競望書遜罪事験爾会
「晦は夜、の絵本Jカラー30分

「こどもに読書撃のよろこびをj カラー自分

a 日時日月21日〈日) 10時、 14時

会こども験衛会
「機動戦士ガンダム」アニメ 2時間17廿

・日時四月四日(日) 10時、 H時

「みなしごハッチj アニメ 27分

「よわ車、つよ虫」カラー30分(児童劇)

・日時 11月11自〈臼) 10時、

-期日日月25臼(日)

・場所科学教室、午桂から高鹿山へ

・申し込み 11月四日までに往揮はがきで。

す土壌観察会
「自掛の新聞を作ろう」

・11月10日〈土) 相横川由カモ〈四之宮)

・日月17日〈土) 軟の雑木林(大櫨〉

・12月 8日〈ゴニ) 新聞作り

時間は、いずれも14時-17時
ー申し込み 参加希望者には日程表をiきちの

で、 60円切乎開封のうえ申し込みを。

*秋湖特軍司展 f軍事E患と錦絵j
f置辺コレクション公開麗J

・期間 10月28日 (B) まで

・内容 騨風f天の橋立図」、日本画 f置辺'1、
華、狩野常増ほか」、書跡「勝海舟、山県有

朋ほか」、錦絵 f筆書画五拾三駅ほかJ

*~量をJìる会
博物館四議連舗で盟事ずる。参加自由。

・10月四日〈金) 枇の星座

噂 11月 16日〈金) 秋の星輩、星罰

時間は、いずれも18時 -20時

16~'J瞬写機の揖作技補講習会を開く。
・日程 11月 9B (金)-日月四日 (U

・時間 9時 15分-16時

・費用 テキスト代500円

'持害するもの昼食、ハサミ、筆記用具

・申し込み 10月30臼〈火)からE望書輯揖轄

{電話叩



盤母子憧鹿手帳本冊・別冊と筆記用

具を持参ほか月先は本冊のみ〉

[3カ、丹J思]

11月 78 59年 7月 1H---IO日生

11月紅白 59年 7月 11E1---20日生

日月四日 59年 7J=! 21 日 ~31日生

[1識 6か丹兇]

11月 6B 58年 5fj 1 fj---l0日生

11月13臼 58年 51弓 11 日 ~20 日生

日月四百 58年 5fJ21日，....._，31日生

口調児]

II月 8臼 56年 9 月 1 日 ~IO出生

日月22日 56怯 9 月日日 ~20日生

11月29日 56年 9月21日~却日生

成人病相談

電話 (34) 0311 

。内容

調購 Z期… 3路盤ける

・対象 2藤 (24か月)から 4麓 (48

か月)までの幼児。なお、接種間関

は 2回、 3回とも 3週間から 8週間。

輔輔2期日 1翻畳ける

・対象 第 1期の 3回告が終わって

から 1草以上 1年 6か月以内田期間

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第 2期もなるべく 4時までに

鰐了ずるようにしていただきたい。

[ll月]

28日福祉会館、健保::::6((、

※聾!H公民釦

29日 大野公民館、横内公民前

九E_Iじれ民舵

30口 保食主センタ一、

液中央農協 i沢支I'!r

で

、

ご

了

準

を

。

ラ

イ

タ

!

、

粂

道

者

(
M
サ
イ
ズ
一
、
ベ

φ
本

用

品

登

錨

情

報

は

ビ

ー

カ

ー

、

出

c
c一
ハ
イ
ク
、
子
供
用

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
用
開
(
内
線
自
転
車
(
男
子
、
女
子
一
、
マ
マ
コ
11h

二

回

目

)

マ

輯

っ

て

く

だ

さ

い

マ

輯

り

ま

す

。

食

卓

用

テ

ブ

ル

と

い

す

、

ジ

グ

サ

中
学
生
用
学
生
服
、
編
機
、
応
接
セ
ク
ミ
シ
ン
、
ベ
ビ
!
ベ
ッ
ド
、
テ
レ
ピ

み
担
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
ッ
ト
の
い
ず
、
洗
摺
用
乾
峰
機
、
フ
ロ
ボ
ー
ド
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、
ロ
ッ
ク
ミ

常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
パ
ン
用
語
沸
器
'
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
都
シ
ン
、
カ
ラ
!
テ
レ
ビ
、
オ
ル
ガ
ン
、

ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
市
ガ
ス
用
オ
ー
ブ
ン
・
ふ
ろ
が
ま
、
エ
都
市
ガ
ス
用
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
歩
行
器
、

決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
レ
ピ
ア
ン
、
ス
キ
!
靴
、
和
文
タ
イ
プ
コ
ン
ピ
ラ
ッ
ク

小
さ
じ
王
、
み
そ
大
さ
じ

均
片
栗
粉
夫
さ
じ
2
、

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ

0

1
、
膏
じ
そ

6
枚
、
干
し

み

し

い

た

け

2
枚
、
掲
げ
油

ふ
〈
作
り
方
〉

川
①
い
わ
し
は
頭
と
わ
た
を
徐

活
き
、
水
洗
い
し
、
水
分
を
取

り
、
大
き
さ
に
よ
っ
て
中
の

脅
も
取
る
。
皮
を
む
き
、
出

刃
包
丁
で
細
か
く
た
た
く
。

秋
の
良
の
献
立
て

霊
背
じ
そ
は
千
切
り
、
し
い

膏
い
魚
の
あ
じ
、
い
わ
し
、
た
け
は
み
じ
ん
切
り
に
。

さ
は
一
は
、
成
人
病
予
防
に
な
③
示
l
ル
に
調
味
料
と
ス
キ

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
善
玉
ム
ミ
ル
ク
を
加
一
丸
、
い
わ
し
、

を
増
や
す
と
い
わ
れ
て
い
し
い
た
け
を
ま
ぜ
る
。

る
。
匂
(
し
ゅ
ん
)
の
い
わ
密
情
げ
池
を
中
温
に
熱
し
、

し
を
使
っ
た
つ
み
れ
揚
げ
を
一
口
大
の
円
型
に
ま
る
め
、

作
っ
て
み
よ
う
。
カ
ラ
リ
と
湯
げ
る
。

中
小
魚
の
つ
み
れ
掲
げ
③
思
に
レ
タ
ス
を
敷
い
玄
④

〈
材
料
〉
(
四
人
前
)
を
盛
り
、
レ
モ
ン
ひ
ょ
う
油
、

い
わ
し
守
一
一
百
八
十
げ
之
し
よ
う
が
じ
よ
う
鴻
な
ど
で

潜
小
さ
じ
2
、
み
り
ん
。
食
べ
る
。

(
火
)
、
幻
自
(
火
)

・
会
場
二
宮
町
役
場
ほ
か

時
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

鉛
分
か
ら
3
時
ぬ
分
ま
で
。

田
中
恵
子
氏
)
一
円
〉
申
し
込
み
先
県
平
塚
消
費
生

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
平
塚
消
費
一
活
セ
ン
タ
ー
(
梅
屋
7
階
脅
電
語

(
電
話
幻
自

O
一
日
仏

j
凶

O
九
回
)

マ
!
ク
の
い
ろ
い
ろ

⑧設震喜基準
cc由人の住宅用地に、新たに設置するいけが君。

②公選等に頭し、総延長 5m以上あること。

③樹木の高さは、 90cm以上であること。

@:植栽本数は、 1mにつき 3本以上であること。

⑤樹木は、市長が推奨するもの。

⑨字書劾金額
①補助金は、 1mにつ吉 2.500pl 

②補助金の最高限度額は 50，000問。

減この制度を利用する方は、いけがきを設置する

前 に 公 鴎 絹 地 課 縛 政 係 ( 内 綿 425) へ。

問符 10月26悶 (会)、 27悶 (二七)

受付待問 号待 30 分~11 草寺、
凶器寺~ 15草寺

会場保健センター
①鍵産量診断(絢都レントゲン、コンビュ-$'

一体力診断、援姉による健康相談、幼児歯

科横診)

②展示・摺重量(健康生活チェッ夕、コンピユ

ーター食事訴断、食品葡生相談、くすりの

正しい使い方、正しい貴生活、体混言十の検

査、体温計の持害)

③紋鳳

※おでん、そば、やきとりの模擬底もある
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幸
せ
で
心
ふ
れ
あ

う
豊
か
な
街
づ
く
り

が
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
う
れ
し
く
感
じ
て
い

る
一
人
で
す
。

し
か
し
、
ご
み
集
積
所
に
つ

い
て
は
、
危
検
と
思
わ
れ
る
所

や
、
ま
た
、
震
き
場
所
で
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
茸
に
し
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
行
政
面
の
指
導
を

明
書
み
ま
す
。

住
民
が
モ
ラ
ル
の
面
で
心
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

市
で
場
所
を
縫
保
し
、
美
観
上

か
ら
も
き
ち
ん
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
宅

袋

線

開

小

柳

孝

子

子

守

中

ん

v

っ

て

い

ま

す

。

て

は

、

ま

ず

地

一

元

自

治

会

で

ご

、町十ι

現

在

、

多

く

次

に

、

横

断

歩

道

上

や

交

遊

煩

談

の

う

え

あ

ら

か

じ

め

場

所

I
J
j
い
一
干
の
集
積
所
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
集
積
所
も
あ
点
の
中
な
ど
に
あ
る
危
険
な
集
を
指
定
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

付
近
の
皆
さ
ん
の
当
番
制
や
事
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
収
集
日
以
積
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
向
戸
拍
後
に
市
と
交
遜
事
情
や
収
集
上

仕
に
よ
り
、
清
掃
や
安
全
面
に
外
に
出
さ
れ
る
と
み
で
、
こ
の
会
と
協
議
の
う
え
、
安
全
な
場
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
決
め

十
分
注
意
し
管
理
さ
れ
て
い
ま
受
百
、
職
員
が
そ
の
ご
み
を
謁
所
へ
移
設
し
て
い
た
た
く
よ
う
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

す

。

ベ

、

排

出

者

に

厳

重

に

注

意

し

お

願

い

し

て

い

ま

す

。

を

お

願

い

し

ま

す

。

し
か
し
、
ご
指
織
の
と
お
り
で
、
ご
み
を
引
き
設
っ
て
も
ら
な
お
、
場
所
の
磯
保
に
つ
い
〈
環
境
衛
生
時
期
務
課
〉

第 399望号

マ
日
韓
日
月
四
日

1
1月
日
臼

(
毎
週
火
曜
日
)

・
時
間
午
後
1
時
3
3時

中
会
場
平
揮
市
福
祉
会
館

マ
申
し
込
み
先
平
塚
市
福
祉
会
館

(
電
話
曲
目
二
三
三
一
で
前
田
)

一
事
人
誘
導
介
助
講
習
一

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
盲
人
介
前
の
講
習
会
を
開
く
。

守
日
時
日
月
四
日
(
月
)
午
前
9

時
却
分
1
日
時

中
会
場
平
塚
市
構
祉
会
館

マ
申
し
込
み
叩
月
回
目
ま
で
に
苧

(
電
話
回

弱
視
児
の
た
め
の
拡
大
写
本
を
作

る
拡
大
図
書
講
習
会
が
開
か
れ
る
。

守
日
程
日
月
6
日
(
火
)
、
日
月
日

日
(
火
)
、
日
月
四
日
(
火
}

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

マ
会
場
平
阜
市
福
祉
会
館

?
申
し
込
み
日
月
却
日
ま
で
に
平

揮
市
社
会
掴
祉
協
議
会
(
電
話
回

二一一一一一一一一一)へ。

一
検
察
審
査
会
制
凌
を
一

さ
ぎ
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
者
で
、
そ
れ
を
警
撃
や
横
車

ごみ集積所拡

致指導を

庁
に
訴
え
た
が
犯
人
を
鼓
判
に
か
け

て
く
れ
す
不
審
に
患
っ
て
い
る
方
、

検
察
審
査
会
に
ご
把
銭
を
。

詳
し
く
は
、
小
田
原
裁
判
所
内
小

田
車
検
察
審
査
会
事
務
局
(
電
話
。

四
六
五

l
n
六
…
八
六
)
へ
。

時一
t
i
J

午
桂
4
時

守
会
場
平
理
市
役
所
市
民
ホ
!
ル

一
無
料
法
律
相
知
談
開
く

マ
期
日
刊
月
目
日
(
と
)

マ
会
場
松
原
公
民
館

マ
椙
談
員
弁
謂
土
買
原
噌
光
氏

マ
申
し
込
み
前
日
午
後
5
時
ま
で

に
松
原
公
民
館
(
電
諾

n
l六
一
八

六
)
へ
。

県
で
は
、
湘
南
海
岸
地
域
整
世
帯
構

想
(
仮
称
)
の
壁
称
お
よ
び
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
ネ
ミ
ン
グ
(
愛
称
)
官
製
は

が
き
1
枚
に
作
品
1
点

マ
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク

8
5
版
ケ
ン

ト
紙
に
作
品
2
点
{
際
軍
の
趣
旨
を

¥く¥

JfL~-4 

"----付 12明
hdFU  
.J.V 

記
入
、
用
紙
は
融
づ
か
い
む
こ
と
)

マ
締
め
切
り
口
円
団
自

マ
応
募
先
一
予
知
横
浜
市
中
区
日
本

大
通
り
1

神
奈
川
県
都
市
政
軍
課

(
電
話
O
四
五

i
一一

o
-
i
一
一
一

一
内
綿
六
三
三
コ
一
)
な
布
、
作
品

華
麗
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

醤
号
、
職
業
を
明
記
す
る
。

一
地
域
技
能
震
を
顧
問
く
一

マ
日
時
日
月
日
日
(
日
)
午
前
日

時
1
午
後
4
時

マ
会
場
県
立
湘
南
技
能
訓
練
セ
ン

タ
ー
(
平
塚
市
東
八
幡

4
1
四
1

4
・
篭
語
口
一
九
一
…
一
一
)

マ
内
容
実
習
作
品
の
展
示
、
職
業

相
謡
、
バ
ザ
ー
、
揮
揮
高

記
緩
制
度
の
説
明
会
干

税
務
署
で
は
、
自
色
申
告
者
を
対

象
に
昭
和
田
年
産
税
制
改
正
に
よ
る

記
輯
制
度
等
の
説
明
会
を
開
く
。

マ
日
時
日
月
2
日
(
金
)
午
前
日

時
F13
日
時
(
不
動
産
所
樽
者
)
、
午
撞

2
時
F
1
3
4
時
(
事
業
所
樽
者
)
、
日
月

担
日
(
木
)
午
後
2
時
5
4時

マ
会
場
半
壊
税
輯
署
(
電
話
口

一四
0
0
)

ウ
ォ

i
ク
・
一
フ
リ
!
一

守
日
時
同
月
目
白
(
日
)
午
前
9

時

5
午
桂
2
時

マ
コ
ー
ス
県
立
一
期
南
青
少
年
の
草

か
ら
高
麗
山
、
湘
南
平
ま
で

マ
対
象
親
と
子
百
人

マ
膏
用
無
料
(
弁
当
持
参
)

門

v
申
し
込
み
叩
月
刊
日
ま
で
に
県

立
期
五
南
青
少
年
の
家
(
電
話
出
。

六
七
六
)
ヘ
ロ

鶏
人
問
題
討
論
会
を
一

中
日
時
叩
月
四
日
(
土
)
午
桂
l

時
却
分
3
4時
加
分

マ
会
場
県
立
掃
人
総
合
セ
ン
タ
!

?
テ
ー
マ
麗
用
に
お
け
る
男
女
平

等
を
考
え
る

マ
申
し
込
み
電
請
か
は
が
き
で
、

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
!
(
藤
沢
市

江
白
島

z
!
u
l
-
-電
語
O
四
六

六

jiu--一
一
一
一
一
)
へ
。

干第
7
問
問
飛
鶴
祭
開
く

東
海
大
学
医
曹
技
栴
壇
期
大
学
で

は
、
第
7
回
飛
瞳
需
を
開
く
。

マ
期
日
日
月
2
日
(
金

)
3
日
月

4
日
(
日
)

7
4百
場
東
海
大
学
長
暗
技
楠
短
期

大
学
(
南
金
白
一
四
一
一
了
電
語
日

一
一
一
一
内
機
一
一
一
一
九
八
)

マ
内
容
吹
奏
革
ド
リ
ル
潰
奏
、
茶

会
、
パ
ザ
1
、
学
校
説
明
会
出
か

神
奈
川
新
潤
名
作
劇
場
一

前
進
座
八
ム
潤
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ
ン

タ
l
ス
ホ
ム
物
苦
闘
い
の
k
積。

マ
臼
時
日
月
9
日
(
金
)
乍
桂
2

時、

6
持

守
会
場
平
車
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
入
場
料

A
席
{
指
定
)
一
一
一
千
円
、

B
席
(
自
由
)
二
千
五
百
円
、
高
校

舎
以
下

(
B席
)
一
千
五
百
円

マ
予
約
神
奈
川
新
聞
湘
南
西
総
局

(
篭
話
詑
六
一
一
二
一
一
)

あ

た

た

か

い

¥

川

出

掛

略

「川
M
W

桁
、
!
醐
聞
拘

と
こ
ろ
/
〆
{
弘
犠
敬

マ
社
幸
福
祉
へ
・
日
産
労
組
平
環
支

部
背
年
部
第
3
車
両
課
A

一
万
五

千
円
、
鈴
木
鶴
枝
二
千
円
、
磯
崎

輝
夫
二
千
円

マ
交
通
選
兎
へ
・
日
本
一
輪
車
協
会

平
揮
な
で
し
こ
ク
ラ
ブ
会
長
府
川
勝

五
万
円
、
酒
井
秀
雄
二
十
万
円
、

平
野
鶴
拍
一
万
円

マ
恵
ま
れ
な
い
子
へ
・
成
田
昇
一

万
円

マ
心
身
障
害
児
へ
・
出
血
名
五
チ
内

マ
社
金
構
祉
基
金
へ
・
内
田
晶
子

一
千
五
百
八
十
五
円
、
小
泉
政
夫

五
千
百
八
十
内
、
高
橋
亀
改
五
千

六
百
八
十
七
円
、
平
塚
地
区
労
働
組

合
協
議
会
二
十
三
万
六
千
吉
六
十

三
円
、
重
名
十
二
万
円
、
金
旭
中

学
校
曜
延
地
区
一
間
六
チ
八
百
五

円
、
躍
名
五
万
円
、
構
内
開
直
会

五
千
円
、
脅
木
最
大
互
百
一
二
十
一

円
、
擁
子
原
熊
沢
五
千
円
、
湯
川

尚
芳
一
方
自
五
十
円
、
湘
央
建
設

組
合
五
万
六
千
四
十
七
円
、
回
年

度
神
田
小
P
T
A
運
営
委
員
一
同

一
万
円
、
大
城
軍
五
百
三
十
九

円
、
産
名
一
一
千
百
十
円
、
清
水
車

子
・
誼
辺
幸
子
五
千
七
百
一
一
一
十
円
、

つ
く
し
看
護
婦
輩
政
婦
紹
介
所
一

万
円
、
平
理
Y
W
C
A

一
万
円
、

井
田
ギ
ネ
一
万
円
、
松
が
丘
地
鼠

社
協
・
車
中
原
自
治
会
・
中
原
上
宿

東
町
内
会
・
軒
町
自
治
会
十
万
円
、

菅
間
ミ
サ
子
二
千
円
、
平
塚
市
福

祉
企
舘
八
千
九
百
六
十
四
円
、
南

藤
力
繭
四
百
五
十
三
門
、
花
水
地

区
北
部
畏
寿
会
松
本
盛
二
六
千
一
一
一

百
八
十
五
円
、
鹿
間
直
太
郎
一
千

円
、
平
理
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

三
万
円
。
以
下
次
号
で

カ号、そのっくり万は、中1"遵から

すると宿場つく Oであり、中原御

離からすると城下町のっくりであ

る。そのいすれかとなると、それ

ぞれ晃解を異にするが、両者を調

和させたと見るべきであろう。

平塚措と中原道沿いとを比べる

と、道路構成、鹿敷構え、社守配

置など全くよく叫ている。しかし

中原には本障は無論のこと、 sR詰

〈はたご)だったと缶える家も揮

く、間麗場のあった気配も無い。

こうしたことからィ蓄とは名のみと

する見方もあるが、市場としての

横能を会く侍っていなかったので

はなく、真との平川良 家文書iJi:

樺六年相州風土村田畑惣高帳」に

「三口(三領分のこと)会三百拾

五 石 五 斗 八 升、右ハ中原・平理村

寄上程櫛控高脹Jと記すことから

しても、少なく見ても江戸時代の

中ごろまでは、

を持って、

していた。なお、この場合、上宿

にあたった一 票埠は、大磯宿から

1盤の所にあったことが示すよう

に、西方地域との費け継ぎは大瞳

摺との間でしていた。

〈文建臼井弘 ) 楽 お た ず ね は 甫

史輔さん部(雪量酷 31-0429)へ。

中原上宿、中原下宿(現蹄融 1

丁呂-3了丹、中原 lT臼-3了

臼、車中原 1J目-2了日を中心

とした地域)は、古くは 1つで中

原村、中原町などと称していた。

これを上下 2摺に分けたのは明

瞳 2年 (1656) で、その後先陣 8

年 (1695) 両宿合わせて中原村と

称し、宝暦 4年 (1754) 再び 2宿

。二分け現代に及んだのだという。

この 2摺の区域は、総体的に見

れは、川上に当たる北部が上捕、

南部が下宿であるが、下甫には北

部に広大な飛地があって、御殿跡

あたりからすると、中央部がと摺、

そ の南部と北部が下宿分となって

いる。そして、その両分の間には

多数由小飛地があり、全く分別し

難い状睡であった。

どうしてこのような珍しい分け

方をしたのか、そのわけは、上宿

は幕府によって取り立てられた村

〈取立村〉で、いろいろな点で楳

識されていたこと、開拓も進んで

勢}]を得てきたこと、種主関係な

どであると思われる。

中高の町づくりは、江戸時代の

はじめ、代官頭研宗忠吹由設計に

基 づ き 、 豊 田 の 元 額 主 で あ っ た 玉

井帯刀が直接縄強りしたのである

> 63 < 

相
陣
地
山
玉
免

一
、
勉
苓
如
何
回
投
七
畝
拾
歩
内
社
柏
崎
七
反
歩

生
府

与

R
?ム
官
舗
網

中

通c，ミ

ヨb

山
ヱ
宮

定
仏

R
m

山
支
宮
(
現
闘
枝
神
社
)
古
絵

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

K
子
親
子
が

そ
の
一
例
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

て
す
。

見

v
A
子
は
外
出
す
る
と
緊
犠
し
て

吋
円
身
動
き
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ

蛸
と
で
、
お
母
さ
ん
と
帽
説
に
ま

親

中

学

2
年
生
の
女
の
子
で
す
。
拍

慣
が
あ
る
程
度
進
み
、

K
子
の
不

安
が
や
や
少
な
く
な
っ
た
あ
る

「
親
の
聾
を
見
て
育
つ
」
と
い
丹
、

K
子
は
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど

う
こ
と
ほ
が
あ
り
ま
す
が
、
小
学
う
い
う
人
聞
に
な
る
の
か
ま
っ
た

校
高
学
埠
か
ら
中
学
校
に
か
け
て
く
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
で
外
に
出
て

由
子
供
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
も
ど
う
ふ
る
ま
っ
た
ら
い
い
の
か

特
に
大
切
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
わ
か
ら
な
い
の
だ
と
い
っ
て
く
れ

の
時
期
は
子
悦
が
自
分
と
は
何
か
ま
し
た
。

K
子
か
ら
見
た
お
母
さ

に
つ
い
て
考
え
始
め
る
時
で
、
そ
ん
は
、
家
臆
の
ル
乍
生γl十
活
設
計
に
つ
い

の
た
め
、
揖
も
身
近
に
い
る
大
人
て
対
世
し
て
い
る
お
じ
い
ち
や
ん

のル乍上よ卑き5
方
は
F
供
が
自
分
に
つ
い
と
お
父
さ
ん
の
開
に
担
ま
れ
て
、

て
銘
毎
句
一
え
え
る
た
め
の
纂
本
-
=
ゐ
=
-
=
戸
-
:
白

型
に
な
り
ま
す
。
子
世
平

t
J
一「l

」町M
胃
門
開
門
ら
ず
う
ろ
う
ろ
し
て
い

は
そ
の
基
本
と
な
る
韓
胡
門
V

」吋コJ
J〆F
轟
る
よ
う
で
し
た
。
そ
の

の

2生
き
喜
方
を
貴
見
て
、
そ
一
ニ
一
持
お
舟
さ
ん
の
獲
を
見

れ
に
瞥
聞
し
た
り
あ
る
一
「
己
主
計
て
、
自
分
は
い
つ
も
寂

い
は
民
尭
を
し
な
が
窃
~
イ
丹
討
し
か
っ
た
の
だ
と
も
い

ら
、
徐
々
に
そ
の
子
な
句
す
す
司
ニ
イ
ザ
い
ま
し
た
。

り
の
円
分
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
今
、
K
L
J親
子
は
一
緒
に
来
て
、

ゆ
え
に
、
親
が
自
分
な
り
の
し
っ
と
も
に
自
分
な
り
の
生
き
方
に
つ

か
り
し
た
生
き
方
を
持
っ
て
い
れ
い
て
考
え
て
い
ま
す
が
、
基
本
慰

ぽ
、
子
供
も
向
分
を
作
る
の
に
そ
で
あ
る
親
の
生
き
方
が
あ
い
ま
い

れ
ほ
ど
の
困
難
を
感
じ
な
い
で
す
で
あ
っ
た
た
め
、

K
子
は
自
分
を

み
ま
す
が
、
反
対
に
親
自
身
が
自
作
る
の
に
、
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
回

分
の
生
き
方
に
つ
い
て
混
乱
し
て
り
還
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

い
る
と
し
た
ら
、

、新しき出会い、をテーマに

10月21B (臼) 8 ・ 30~

浅凋緑地

雨天の場所は勤労会館

そこのカッコいい彼、かわいい彼女

主

語寺

場所

a 。巡自認程 10 } J 1711 (水)9時 30分 ド揮内

工業技荷高校/10I J 23 lJ (火) 10時 -12時大

江工業 13i1.J~151昨プラステク/10 )j 26 I j 

(金)、 2711 U-.) 10 時 -15時保瞳センター/

日月 1日(本)10 I!手~121時田中時金属 j 業 13

時-1盟寺 積七チタン工業/日月 2Ll (金〉、 411

(日)10時 -15時東出火学/11)'-J7 f:3 (水)10 

時 -15時駅膚け/日月 9!! (金) 1011手--15R，j' 

紅詩町舟、ド前(ド理ライオンズクラブ)/11JJ 13 

日(火)1011手-12昨 日揮ユニパーサル、 13時~

15時 三 和ケミカル

~ご協力ありがとうごぢいました~

平田章工業拙入、三興製イ乍所 47人、日本クラ

ワンコルク 65人、三菱樹脂 79人、八車槽本輔43，

人、農協教 宵 セ ン タ ー 37入、共栄工業 54人、ハ

イロット万部華 93入、 干共化成工業 77入、平塚

ライオンズクラブ 172入、駅北11136入、駅舟U

52人

e催し物ゲーム、美人コンテスト、模擬底、展示

主催 平塚市警年聞協議会
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